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論 文 内 容 の 要 旨 
本研究の目的は、教育実践学の立場からデューイのコミュニケーション論を視点として音楽学習で
の身体表現における意味生成の過程と構造を明らかにすることである。 
本論文は序論、第Ⅰ部全 2章、第Ⅱ部全 3章、結論で構成されている。 
研究の方法は第Ⅰ部では理論研究、第Ⅱ部では実践研究という 2つの方法をとる。第Ⅰ部ではデュ
ーイの意味生成における身体の機能に関する基礎理論を整理する。第Ⅱ部では第Ⅰ部の基礎理論から
導出した授業分析の視点から、小学校、中学校における音楽鑑賞学習の実践分析を行う。分析結果か
ら音楽鑑賞学習での身体表現における意味生成の過程と構造を示す。最後に音楽鑑賞学習で身体のコ
ミュニケーションによって為される意味生成の特性と意義という観点から考察する。 
第Ⅰ部ではデューイの意味生成における身体の機能を究明した。その結果、１）質を受容する機能、
２）他者からの反応を得て感覚的意味（sense）共有を予測し、行為を修正する機能、３）共同行為
を成立させ、意義内容（significance）を獲得する機能という３つの次元で捉えた。 
第Ⅱ部では音楽鑑賞授業実践での身体表現における意味生成に関する実践研究を行い、意味生成の
過程と構造を示した。その過程とは１）個々人の身体は音楽の質を受容すると同時に動きとして具現
化させる、２）集団における質の具現化は他者の反応を引き出し、感覚的意味（sense）共有を予測
させる、３）集団において感覚的意味（sense）共有に向けて動きが修正される、４）ある特定の動
きが選択され、質の表示（signification）として定着し、感覚的意味（sense）共有と意義内容
（significance）獲得が為される、という４過程を経る。その構造とは「身体による質の受容と具現
化」「他者からの反応と行為の修正」「共同行為の成立」という三層である。 
音楽鑑賞学習での身体表現における意味生成の特性とは集団のある行為への参加と反復による共
同行為の成立にあると考える。子どもたちは身体表現創作において一人ひとりが主体的にある身体表
現への参加と反復を決め、共同行為としての身体表現を完成させた。この学習は個々人の身体表現へ
の参加と反復を保障する充分な時間と場を設定することで効果的に働き、真正の共同行為を成立させ
るといえる。子どもたちが音楽鑑賞学習において身体表現をする意義とは、共同行為の成立において
参加する個々人の身体の感受性が生かされつつ、他者の身体の感受性を受け入れるような共同性が育
成されることにあると考える。共同性を育成しながら身体によって新たな質が表示され、識別され、
新たな意味が生成し、個々人が成長するに至る。 
音楽鑑賞学習における身体表現という学習方法は共同行為を成立させる点において学校音楽教育
の存在意義を高める可能性をもつと考える。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は J,デューイのコミュニケーション論を手がかりにして音楽教育における鑑賞学習に見ら
れる身体表現に注目し、その意味生成の過程と構造を教育方法学的に解明しようとした実証的研究で
ある。学校教育において子どもの学習と意味生成の関連は、教育方法学研究の課題として取り上げら
れ、構成主義的学習論を理論的背景にして、その重要性が盛んに議論されてきた。各教科教育学にお
いても意味生成論を中心にした学習論の探究が進められ、今日の教育実践を支える重要な研究課題と
なっている。音楽教育の分野においても、子どもの意味生成を基盤にした学習論研究の推進が要請 
され、身体活動を媒介にした授業構成の方法は一定の解明がされてきてはいるが、意味生成がどの
ような過程をとって成立するのか、その構造とは何かをめぐる理論的・実践的探究は立ち遅れてい
る。 
 本論文は、構成主義的学習論の源流の一つであるデューイのコミュニケーション論・芸術論を理
論的視座に据えて、先行する関連研究を丹念に位置づけながら、意味生成における身体の機能を探
り、デューイ理論において展開されている「意味 (meaning)」「経験の共有 (community of 
experience)」「共同行為(community of action)」「意義内容(significance)」の概念を詳細に検討す
ることを通して、意味生成の過程と構造を考察したものである。そして、この理論的枠組みを援用
して、音楽教育の中でも鑑賞学習を取り上げて、「わらべうた」「民謡」といった我が国の伝統音楽
を教材にした授業過程を分析し、音楽鑑賞学習において展開される身体表現にどのような過程で意
味生成がなされているのか、その構造を論じている。 
 序論では、学校教育および音楽教育における意味生成研究の動向を丹念に検討した上で、意味の
共有・コミュニケーション論を正面に据えた研究の遅れが明確に指摘されている。音楽の鑑賞学習
の伝統的な方法である視聴するという次元を越えて、近年では身体表現を用いた鑑賞学習が提起さ
れてはいるものの、身体がどう機能しているのかの探究が遅れていることを論じている。また教育
方法学分野における意味生成研究においても、身体とコミュニケーション論を視点にして学習過程
を解明する研究の停滞を指摘するなど、研究仮説の設定は的確である。また、本論文全体の鍵概念
である「音楽鑑賞学習」「身体表現」等の概念が明確に定義され、整理されている。 
 第Ⅰ部「音楽鑑賞学習での身体表現における意味生成に関する基礎理論」の第 1 章「デューイ
の意味生成に関する関連研究の概観」では、「意味生成」に関して、それが能動性を媒介にして開
始される過程、「コミュニケーション」に関しては、身体の感受性・生命力等の概念、また「芸術
論」に関しては、芸術表現と主体との関係がデューイ論の核であることを分析し、見出している。
我が国の膨大な関連研究を丁寧に位置づけて、本論文における理論的枠組みを把握し、設定するた
めの手堅い論述となっている。 
  第 2 章「デューイの意味生成における身体の機能」では、まず、デューイの経験論に見られる主体と
身体をめぐる論理を考察し、経験の共有が意味と価値への参加を創造する過程で成立することを解
明している。デューイ論を手がかりにした先行研究が十分解明してこなかった意味の共有過程と身
体との関連を発見している点が評価できる。特にデューイのコミュニケーション論において身体が
どう機能しているのかに関して「感覚的性質を見出し、蓄積させる機能」「他者からの反応を引き
出す機能」「共同行為へ参加させる機能」「共同行為に関わる事物に意義内容を付与する機能」とい
う四つの機能を析出している。また、身体の機能が、「質の受容」「感覚的意味の共有」「共同行為
の成立」の次元で把握できることを発見している。これらはいずれも本論文で著者が発見したオリ
ジナルなものであり、特に身体の機能が共同行為の媒介になる過程を明示した点が評価できる。デ
ューイ論とともに、諸科学における身体概念の考察、さらには国際的なデューイ研究における意味
生成と身体論の動向を踏まえた探究が著者には今後期待されるが、教育方法学・教科教育学に留ま
らず、我が国のデューイ研究に対する新しい知見を示した論考に位置づけることができ、大きな功
績である。また、こうした知見が、第Ⅱ部の実証的研究の理論的な仮説となっている点も重要であ
る。特に現在、学校において展開されている音楽鑑賞学習が、個々の子どもの感想の表明の次元に
終始し、相互の交流といいつつ、表面的な鑑賞(感想)の交流に陥る傾向にある状況を克服し、本格
的な音楽鑑賞の学習過程を構想するための理論的基礎を解明した点が高く評価できる。 
 第Ⅱ部「音楽鑑賞授業実践にみる身体表現における意味生成に関する実践研究」の第 1 章「実
践研究の目的と方法」では、音楽鑑賞学習の分析対象に取り上げた「わらべうた」「民謡」の教育
学的意義を考察している。こうした教材群の背景にあるのが「身体的同調論」である。本論文では、
この分野に関する乳幼児の発達論や教育方法学的観点を踏まえるだけでなく、小泉文夫をはじめ、
文化論・民族学的視座から鑑賞学習の教材論を意義づけ、説得的な論述になっている。また、なぜ
音楽鑑賞学習に身体表現を導入するのか、その意義に関してダルクローズのリトミック論を中心に
した先行の事例研究が過不足なく考察されており、著者の実証的研究の立ち位置が明確に示されて
いる。実証的研究の方法論に関して、本論文が取り上げた四つの事例は、現実の音楽の授業過程の
分析であり、学習指導要領を含めた現代の教育政策の動向を視野に入れた音楽鑑賞学習の在り方と
その学校教育への貢献が問われている。音楽科の学力とは何かという基本的視座への問いかけはや
や薄いものの、我が国の音楽科の教育政策が体系的に論じられ、その動向の中に本論文がどう位置
づくかが明快に論じられている。授業過程の分析方法について、戦後の我が国には多様な研究の潮
流が示されてきたが、本論文は、その代表的な分析方法を踏まえている。つまり、授業過程を分節
化して探究するという「授業分析論」の方法に則って探究されている点が特徴であり、教育方法学
の質的研究方法の水準を維持した教育実践研究であることを示している。 
 第 2 章「うちのせんだんのき」を教材に小学校 1 年生を対象にした事例研究では、「経験」「分
析」「再経験」「評価」という子どもの一連の表現過程に沿って身体表現を分析し、鑑賞学習での意
味生成に身体がどう機能しているかを解明している。「質の受容・感覚的意味の共有・共同行為と
意義内容の獲得」というデューイ理論の検討で析出した身体の機能が学習過程において発揮されて
いることを発見している。子どもの身体表現が詳細に記録化され、それに基づいて身体の機能と意
味生成の過程が解明されており、実証性の高い論述となっている。また、子どもの活動を「変形・
反復・創作・同調」のカテゴリーで分類し、それを上述した身体の諸機能と関連づけて考察し、さ
らに分析を通して「模倣」「見守り」といったカテゴリーを発見し、身体表現が「楽器の音色」「拍
子」等の音楽的要素に関連していることを説得的に論じている。身体表現を「質」として分析する
意義の説明にはやや物足りなさは残るが、音楽学習の先行研究が言語に注目してきた偏りを克服す
る意図を持つ本論文において、身体に着目しつつ、そこに言語やそれに繋がる音楽的要素の意義を
指摘したことは、身体の機能における言語の意味を位置づけ直す視点を提起したものとして評価で
きる。続いて「八木節」（小学校４年生）・「獅子舞囃子」（小学校４年生）・「河内音頭」（中学校２
年生）を対象にした事例研究においても同様の結論を導き出し、身体表現への参加と反復を保障す
る授業過程が共同行為を成立させていることを精緻に分析している。四つの事例ともに抽出された
子どものグループにおける活動が授業過程の文節に沿って記録化されて、授業分析の研究方法が的
確に適用されている。この研究方法によって四つの事例に共通する意味生成の過程を抽出し、そこ
に身体の機能がどう関連するかを解明した本論文は、音楽鑑賞学習の授業構成論に対しても有効な
視座を示した教育方法学的研究として高く評価できる。いずれの事例も抽出されたグループによる
活動の分析が中心であり、学級全体の音楽学習における意味生成論の解明、また身体の同調論とし
て教材に取り上げた「わらべうた」「民謡」と現代の子どもの身体感覚との関連、多様な生活背景
や発達の課題を抱えた子ども集団において展開される授業過程において共同行為・共同性が成立す
る条件の解明、さらに本論文での授業実践が子どもの成長にどう寄与するかの解明が今後期待され
るが、これらの課題を著者は自覚している。 
学校教育においてアクティブラーニングの導入等、子どもの主体性の育成を掲げる学習論が盛ん
に要請されている今日の動向に対して、本論文が解明した意味生成の過程と身体の機能論は、活動
主義的学習を克服し、今後の学習論の展開の方向を示唆している。「学びの共同体」論をはじめと
する我が国の教育方法学研究の動向に対しても、共同行為としての学習過程の成立を究明した本論
文は、鋭い論点を提起している。また本論文が基盤としたデューイの芸術論からの接近はいくつか
見られるが、音楽の教育実践論としての探究は極めて乏しい。デューイ理論を基盤とする教育学研
究では、社会科教育・生活科教育・生活教育の分野での研究が多くを占める中で、音楽教育の分野
からデューイ論を位置づけるための画期をなす研究である。さらに、教育方法学研究と教科教育学
研究を架橋する点で、本論文の研究方法は教育実践を対象にした教育学研究の方向を示すものとし
て意義がある。 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
